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厳
か
に
竣
工
奉
祝
祭

　
平
成
二
十
一
年
十
月
十
七
日
、
秋
季
大
祭

に
併
せ
て
社
殿
竣
工
奉
祝
祭
が
、
総
代
、
来

賓
、
氏
子
約
二
〇
〇
人
参
列
の
下
、
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
た
。

　

奉
祝
祭
で
は
、
三
十
台
の
神
饌
を
神
職
、

巫
女
、
総
代
が
供き
ょ
う
ぜ
ん
し
ょ

膳
所
か
ら
本
殿
に
供
え
、

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
続
い
て
笹
井
和

男
県
神
社
庁
長
が
神
社
本
庁
幣へ
い

を
奉ほ
う
て
ん奠
し
、

祭さ
い
し
そ
う
じ
ょ
う

詞
奏
上
。
そ
の
後
、
岡お
か
や
ま
が
く
そ

山
楽
所
に
よ
り

「
蘭ら
ん
り
ょ
う
お
う

陵
王
」
が
奉
納
さ
れ
、
吉
備
津
神
社
宮

司
を
始
め
来
賓
が
玉
串
を
奉
っ
た
。

　

引
き
続
き
奉
祝
式
典
が
開
催
さ
れ
、
安
原

建
設
委
員
長
の
式
辞
、
宮
司
挨
拶
の
後
、
施

工
者
の
㈲
井
上
社
寺
工
業
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
笹
井
和
男
県
神
社
庁
長
、
佐
藤
友
彦

早
島
町
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
参
拝
者
に
奉
祝
記
念
品
の

紅
白
餅
、
菓
子
、
タ
オ
ル
が
授
与
さ
れ
、
岡

山
楽
所
、
倉
敷
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
、
安
来
節
、
如
水
太
鼓
、
イ

草
太
鼓
、
備
中
神
楽
の
奉
納
で
賑
わ
っ
た
。

竣工奉祝祭で奉納された舞楽「蘭陵王」
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竣 

工 

祭 

当 

日 

の 

様 

子

社殿竣工奉祝祭終了後の記念撮影

祭典を奉仕する神職と参列の総代

社殿竣工奉祝祭の記帳をする来賓

奉祝式典で祝辞を述べる県神社庁長

八幡神社で執行された社殿竣工奉告祭

奉納行事で五常楽急を舞う岡山楽所奉祝の紅白餅等を受ける参拝者

　

昨
年
十
月
完
成
し
た
社
殿
本
体
に
続

き
、
付
帯
工
事
の
両
本
へ
接
続
す
る
「
渡

り
殿
」
も
三
月
に
は
完
成
し
、
現
在
、
社

殿
両
脇
に
寄
附
芳
名
版
の
設
置
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
側
進
入
路
駐
車
場
の
整
備
を

行
い
、
春
祭
り
頃
迄
に
は
玉
垣
の
設
置
も

予
定
致
し
て
お
り
、
車
椅
子
で
拝
殿
内
ま

で
進
ん
で
参
拝
で
き
ま
す
。
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【
質
問
】

　

神
社
は
神
道
で
す
が
、「
神
道
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
え
】

神
道
Ｑ
＆
Ａ

　

神
道
の
起
源
は
と
て
も
古
く
、
日
本
の
風

土
や
日
本
人
の
生
活
習
慣
に
基
づ
き
、
自
然

に
生
じ
た
神
観
念
で
す
。

　

こ
の
た
め
キ
リ
ス
ト
教
の
キ
リ
ス
ト
の
よ

う
な
開
祖
は
い
ま
せ
ん
し
、「
聖
書
」
の
よ
う

な
教
典
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
事
記
や
日
本

書
紀
、
風
土
記
な
ど
に
よ
り
、
神
道
の
在
り

方
や
神
々
の
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
人
の
生
活
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
神

道
は
当
初
か
ら
宗
教
や
宗
派
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
教
が
大
陸
か
ら

伝
来
し
た
の
ち
、
そ
れ
ま
で
の
我
が
国
独
自

の
慣
習
や
信
仰
が
御み
お
や
が
み

祖
神
の
御
心
に
従
う
「
か

む
な
が
ら
の
道
」
＝
神
道
と
し
て
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
社
の
創
立
の
由
来
は
と
て
も
古
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
や
氏
族
の
神
話
的
な
淵
源
に
根
ざ

し
た
も
の
で
す
。

　

日
本
人
の
民
族
性
と
も
共
通
す
る
こ
と
で
す

が
、
神
道
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
外
来
の
他

宗
教
に
対
す
る
寛
容
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
神
道
は
仏
教
や
儒
教･

道
教
な
ど
と
も

習
合
し
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
思
想
的
な
展
開
が
見
ら
れ
、
我
が
国
の
文

化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
我
が
国
独
自
の
神
観
念
は
変
わ

ら
ず
、
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
が
生
活
す
る
地
域
の
氏
神
様

を
含
め
て
、
神
社
は
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の

神
々
が
森
厳
な
る
神
社
の
境
内
の
中
に
お
鎮し
ず

ま
り
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
我
々
が
生
活
を
豊
か
に
育
ん
で
き

た
自
然
の
中
に
神
々
の
姿
を
感
じ
、
畏
敬
の

念
を
も
っ
て
接
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
と
の
調
和
を
大
切
に
す
る

神
道
は
、
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
次
世
代
に

継
承
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
今
後
更

に
重
要
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
神
道
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
神
々

を
敬
い
祖
先
を
大
切
に
す
「
敬け
い
し
ん
す
う
そ

神
崇
祖
」
と

い
っ
た
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
神
々

が
他
の
宗
教
の
よ
う
に
隔
絶
さ
れ
た
御
存
在

で
は
な
く
、
我
々
の
御み
お
や
が
み

祖
神
と
し
て
深
い
繋

が
り
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
す
。

　

自
ら
の
御
先
祖
も
丁
重
に
お
祀ま
つ

り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
々
を
見
守
っ
て
戴
け
る
神
々

と
し
て
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
る
の
で
す
。

天皇陛下の御祖神である天照大御神を祀る伊勢神宮（内宮）

３
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祭
事
暦

４

鶴
𥔎
神
社
を
知
ろ
う

　
当
社
の
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
た
の
を
契
機

に
、
早
島
町
立
図
書
館
で
は
、
当
社
の
歴
史

や
建
築
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
る
べ
く
「
歴

史
講
座
」
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。　

　

当
社
も
こ
の
企
画
に
賛
同
し
、
広
く
氏
子

の
皆
様
に
も
ご
参
加
願
い
た
く
、
左
記
に
よ

り
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　

平
易
な
話
と
見
学
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
日　

時　

五
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

二
、
場　

所　

鶴
𥔎
神
社

　
　
　
　
　
　
（
集
合
場
所
は
拝
殿
で
す
）

三
、
受
講
料　

一
人　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
（
資
料
代
を
含
む
）

四
、
締　

切　

五
月
十
一
日
迄

五
、
申
込
み　

早
島
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
四
八
二
ー
一
五
一
三

　  

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　

当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕
致

し
て
お
り
ま
す
。

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　

家
内
安
全
・
当
病
平
癒
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅
神
祭
・

　

神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

五
月
十
五
日
（
土
）［
午
後
七
時
］　　
　

　

八
幡
神
社
春
季
大
祭
（
露
店
あ
り
）

五
月
十
六
日
（
日
）［
午
前
十
時
］　　
　

　
【
供
膳
祭
】

七
月
三
十
日
（
金
）［
午
後
五
時
］　　
　

　

夏
越
祭
【
輪
く
ぐ
り
祭
】（
露
店
あ
り
）

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
拝
殿
に

　

ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参
列

　

し
て
下
さ
い
。

歴
史
講
座
開
催

文
化
財
消
防
訓
練

　
一
月
二
十
六
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

当
社
を
管
轄
す
る
倉
敷
消
防
署
に
よ
る
消
防

訓
練
が
行
わ
れ
た
。
社
殿
か
ら
火
災
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
、
ポ
ン
プ
車
、
タ
ン
ク
車
、

救
急
車
が
出
動
し
、
早
島
町
消
防
団
も
加
わ

り
、
放
水
が
行
わ
れ
た
。

境内の社叢へ放水する消防隊員


